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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成26年12月25日(2014.12.25)

【公表番号】特表2014-503216(P2014-503216A)
【公表日】平成26年2月13日(2014.2.13)
【年通号数】公開・登録公報2014-008
【出願番号】特願2013-547474(P2013-547474)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ   1/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｐ   1/02    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年11月6日(2014.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３５】
　多くのタンパク質が、ｍ－ＳｃＳＵＣ２（配列番号４）と有意な類似性を共有するとし
て同定された。表１４に、期待値が「４ｅ－９０」以上で、「インベルターゼ」または「
ベータ－フルクトフラノシダーゼ」のいずれかとして具体的にタンパク質を同定したアノ
テーションを有するヒットの部分的な要約を示す。ただし、これは本明細書の開示を限定
するものと見なすべきではない。サッカロミセス・セレビシア（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃ
ｅｓ　ｃｅｒｅｖｉｓｉａｅ）に対するヒットはすべて、以下に報告の結果から除外した
。表１４のタンパク質は、配列番号４と９１％～９９％の間のクエリーカバレッジ（ｑｕ
ｅｒｙ　ｃｏｖｅｒａｇｅ）を共有した。
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【表１５】

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０２３６】
　以上、本発明を要約すると下記のとおりである。
１．スクロースインベルターゼ活性を有するポリペプチドをコードする外因性ポリヌクレ
オチドを含む、形質転換ヤロウィア・リポリティカ（Ｙａｒｒｏｗｉａ　ｌｉｐｏｌｙｔ
ｉｃａ）であって、
　（ａ）上記ポリペプチドが、成熟スクロースインベルターゼをコードするポリペプチド
配列に融合したシグナル配列を含み；かつ
　（ｂ）該シグナル配列が、
　　（ｉ）Ｘｐｒ２プレ／プロ領域およびＮ末端Ｘｐｒ２断片；および
　　（ｉｉ）スクロースインベルターゼシグナル配列の２番目のアミノ酸が任意の疎水性
アミノ酸であってよい、スクロースインベルターゼシグナル配列；
からなる群から選択され；かつ
　（ｃ）成熟スクロースインベルターゼをコードする上記ポリペプチド配列が、配列番号
４と比較すると、ＣＬＵＳＴＡＬＷアライメント法に基づいて少なくとも８０％の配列同
一性を有する、
上記形質転換ヤロウィア・リポリティカ。
２．スクロースインベルターゼシグナル配列の前記２番目のアミノ酸が、ロイシン、フェ
ニルアラニン、イソロイシン、バリン、およびメチオニンからなる群から選択される、上
記１に記載の形質転換ヤロウィア・リポリティカ。
３．成熟スクロースインベルターゼをコードする前記ポリペプチド配列が配列番号４で示
される、上記１に記載の形質転換ヤロウィア・リポリティカ。
４．前記Ｘｐｒ２プレ／プロ領域およびＮ末端Ｘｐｒ２断片が、ヤロウィア・リポリティ
カに由来し、かつ前記スクロースインベルターゼシグナル配列が、サッカロミセス・セレ
ビシエ（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ　ｃｅｒｅｖｉｓｉａｅ）に由来する、上記１に記
載の形質転換ヤロウィア・リポリティカ。
５．前記Ｘｐｒ２プレ／プロ領域およびＮ末端Ｘｐｒ２断片が、
　（ａ）アルカリ細胞外プロテアーゼ前駆体のＮ末端１５７個のアミノ酸を含むＸｐｒ２
プレ／プロ領域；および
　（ｂ）成熟アルカリ細胞外プロテアーゼのＮ末端１３個のアミノ酸を含むＮ末端Ｘｐｒ
２断片
を含む、上記４に記載の形質転換ヤロウィア・リポリティカ。
６．前記Ｘｐｒ２プレ／プロ領域およびＮ末端Ｘｐｒ２断片が配列番号１０で示される、
上記５に記載の形質転換ヤロウィア・リポリティカ。
７．前記スクロースインベルターゼシグナル配列が配列番号８で示される、上記４に記載
の形質転換ヤロウィア・リポリティカ。
８．スクロースインベルターゼコード配列に融合したシグナル配列を含む前記ポリペプチ
ドが、配列番号１２および配列番号２０からなる群から選択される、上記１に記載の形質
転換ヤロウィア・リポリティカ。
９．前記形質転換ヤロウィア・リポリティカが、スクロースを唯一の炭素源とする条件下
で増殖することができる、上記１に記載の形質転換ヤロウィア・リポリティカ。
１０．前記形質転換ヤロウィア・リポリティカが、少なくとも１つの目的の非天然生成物
を産生することができる、上記１に記載の形質転換ヤロウィア・リポリティカ。
１１．前記少なくとも１つの目的の非天然生成物が、多価不飽和脂肪酸、カロテノイド、
アミノ酸、ビタミン、ステロール、フラボノイド、有機酸、ポリオールおよびヒドロキシ
エステル、キノン誘導化合物、ならびにレスベラトロールからなる群から選択される、上
記１０に記載の形質転換ヤロウィア・リポリティカ。
１２．前記形質転換ヤロウィア・リポリティカが、少なくとも８０％のスクロースインベ
ルターゼを細胞外に分泌することができ、炭素源として少なくともスクロースを含有する
培地中で増殖する、上記１または１０に記載の形質転換ヤロウィア・リポリティカ。
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１３．少なくとも１つの非天然生成物を生産する方法であって、
　ａ）スクロース；および
　ｂ）グルコース；
からなる群から選択される少なくとも１つの炭素源を含有する培地中で請求項１０に記載
の形質転換ヤロウィア・リポリティカを増殖させ、それによって、少なくとも１つの目的
の非天然生成物を産生させるステップ、および場合によっては、少なくとも１つの目的の
非天然生成物を回収するステップ、を含む上記方法。
１４．前記少なくとも１つの目的の非天然生成物が、多価不飽和脂肪酸、カロテノイド、
アミノ酸、ビタミン、ステロール、フラボノイド、有機酸、ポリオールおよびヒドロキシ
エステル、キノン誘導化合物、ならびにレスベラトロールからなる群から選択される、上
記１３に記載の方法。
１５．前記形質転換ヤロウィア・リポリティカが、少なくとも８０％のスクロースインベ
ルターゼを細胞外に分泌することができる、上記１３に記載の方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スクロースインベルターゼ活性を有するポリペプチドをコードする外因性ポリヌクレオ
チドを含む、形質転換ヤロウィア・リポリティカ（Ｙａｒｒｏｗｉａ　ｌｉｐｏｌｙｔｉ
ｃａ）であって、
　（ａ）上記ポリペプチドが、成熟スクロースインベルターゼをコードするポリペプチド
配列に融合したシグナル配列を含み；かつ
　（ｂ）該シグナル配列が、
　　（ｉ）Ｘｐｒ２プレ／プロ領域およびＮ末端Ｘｐｒ２断片；および
　　（ii）スクロースインベルターゼシグナル配列の２番目のアミノ酸が任意の疎水性ア
ミノ酸であってよい、スクロースインベルターゼシグナル配列；
からなる群から選択され；かつ
　（ｃ）成熟スクロースインベルターゼをコードする上記ポリペプチド配列が、配列番号
４と比較すると、ＣＬＵＳＴＡＬＷアライメント法に基づいて少なくとも８０％の配列同
一性を有する、
上記形質転換ヤロウィア・リポリティカ。
【請求項２】
　少なくとも１つの非天然生成物を生産する方法であって、
　ａ）スクロース；および
　ｂ）グルコース；
からなる群から選択される少なくとも１つの炭素源を含有する培地中で請求項１０に記載
の形質転換ヤロウィア・リポリティカを増殖させ、それによって、少なくとも１つの目的
の非天然生成物を産生させるステップ、および場合によっては、少なくとも１つの目的の
非天然生成物を回収するステップ、を含む上記方法。


	header
	written-amendment

